


①自治基本条例の基本理念、基本原則をもとに、議会制
民主主義を基本として町民皆さんが安心して生活で
きる豊かなまちづくりを目指します。 
 
②「議会は町民の代表」という自覚を持ち、公正性、透明性、
信頼性を重視して町民皆さんにわかりやすく、開か
れた議会運営をします。 
 
③議員は、常に町民皆さんの声や地域の課題を把握し、
町民の代表としてふさわしい活動を行うため自己研
さんに努め、倫理性を自覚し、公益性を判断して政策
に結びつける議会活動を行います。 
 
④議会は、議会広報誌の発行や年１回以上開催する「議
会報告会」などを通じて情報公開に努め、町民皆さん
への説明責任を果たします。 
 
⑤大空町議会の運営と活動における最高規範であり、
議会は必要に応じて本条例の目的が達成されている
かどうか検証し、その結果に基づき適切な措置をと
ります。 

されました『大空町自治基本条例の手引き』『大空町議会基本

『議会は、町民の代表として町民との
協働をもとに豊かな地域社会づくり
のために職責を果たさなければなら
ない。議会みずからが町民の信託にこ
たえるため、議会運営の基本内容を整理、
確認し、地方分権時代に対応した議会
運営、議員活動を行うとの信念のもと、
議会運営の基本事項を「議会基本条例」
としてまとめ、町民皆さんにお示しす
ることとした。』 

議会基本条例策定特別委員会 
（委員長植田泰弘議員）の 
審査結果報告概要 

２ 

自治基本条例 
ち き ほん じょう れい 

議会基本条例 議会基本条例 

２ つ の 条 例 の 主 な ポ イ ン ト  ２ つ の 条 例 の 主 な ポ イ ン ト  

を制定!!

議会基本条例 

協
力
し
あ
っ
て
、 

よ
り
よ
い「
大
空
町
」に 

し
て
い
き
ま
し
ょ
う 

主 な ポ イ ン ト  

～平成２４年 第２回定例会～ 

じ ぎ ぎ かい かい き き ほん ほん じょう じょう れい れい 

町民皆さんにわかりやすい議会運営を目指して 

を制定!!
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①町民皆さんの権利と役割、議会と行政の責務と町政
運営の基本的事項を定め、町民皆さんが主体となる
自治の実現を目指します。 
 
②自分たちのまちをみずからの手でつくるため、共に
考えて行動し、支えあいながらしあわせを実感して
暮らせる大空町の実現を目指します。 
 
③大空町の自治は、町民皆さんが主体となり、町民参加
のもとで町民、議会及び行政が町政に関する情報を
共有し、公共的課題を協働して解決していくことを
原則とします。 
 
④条例を守り育て、実効性を高めるため、町長の附属機
関として「大空町民自治推進委員会」を設置して、必
要な意見を求めます。 
 
⑤大空町の自治の基本的事項を定める最高規範であり、
町民、議会及び行政は、この条例を誠実に遵守しなけ
ればなりません。 

２つの条例内容の詳細は、広報おおぞら８月号に折り込み配布
条例説明パンフレット』をごらんください。 

『自治基本条例は、自治の原則と町民
の自治体運営、まちづくりへの参画に
係る権利を定め、自治体としての自律
的運営を図り、自立を確保するもので
ある。町民、行政、議会がそれぞれの役
割を確認し合い、地域課題を解決し、
豊かさを高めるため自治を根づかせ
る必要がある。自治基本条例は成長す
る条例と位置づけ、町民主体、情報共有、
町民参加、協働の原則を基本に、守り
育てることを確認し、本委員会では原
案どおり可決すべきと決定した。』 

自治基本条例審査特別委員会 
（委員長近藤哲雄議員） 
の審査結果報告概要 

１ 

　町長から提案されていた自治体の憲法とも言うべき「自治基本条例」、議会の運営と活
動の最高規範となる「議会基本条例」という、今後の『大空町』にとって大変重要な２つ
の条例が制定されました。 
　議会では、これまでの間「自治基本条例審査特別委員会」「議会基本条例策定特別委員
会」を設置して、この２つの条例内容を慎重に審議、検討してきた経過にあります。 
　２つの条例の採決に先立ち、両特別委員長から委員会の審査結果が報告されました。 
　※審査結果報告概要は、１ ２ のとおりです。 

自治基本条例 自治基本条例 
ち ち き き ほん ほん じょう じょう れい れい 

議会基本条例 

２ つ の 条 例 の 主 な ポ イ ン ト  ２ つ の 条 例 の 主 な ポ イ ン ト  

を制定!!

自治基本条例 

２ つ の 条 例 の

じ じ ぎ かい き ほん じょう れい 

自治のあるべき姿と仕組みを守り次の世代へと引き継ぐために 
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自治基本条例、議会基本条例のほか、本定例会で
決定した主な内容をお知らせします。 
※いずれも全議員の賛成で決定しました。 

毎日の健康管理も大切です! 国
保
財
政
危
険
信
号
！ 

国
民
健
康
保
険
税
率
を
引
き
上
げ 

改正前後の国民健康保険税構成区分ごとの比較 

国保税構成区分 

※介護分は、40歳以上65歳未満の方に加算されます。 

国保税 

（医療分） 

所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

4.70％ 

19.00％ 

26,400円 

29,000円 

1.00％ 

4.00％ 

6,200円 

6,800円 

0.74％ 

該当なし 

9,600円 

6,200円 

6.50％ 

19.00％ 

27,700円 

30,400円 

1.45％ 

4.00％ 

6,900円 

7,600円 

1.05％ 

該当なし 

9,800円 

6,400円 

+1.80％ 

増減なし 

+1,300円 

+1,400円 

＋0.45％ 

増減なし 

+700円 

+800円 

+0.31％ 

該当なし 

+200円 

+200円 

国保税 

（後期支援分） 

国保税 

（※介護分） 

改正前 
（a） 

改正後 
（b） 

増減 
（b-a） 

一 口 メ モ  一 口 メ モ  一 口 メ モ  
　基本的制度は「国民健康保険法」で定められていますが、運
営するのは市町村であり、町でも条例を定めて制度運営を行っ
ています。国保税額も条例で規定されていることから、今回保
険税率見直しのための条例改正が行われました。 

国民健康保険制度の概要 

〔参考：国民健康保険制度運営の概略図〕 

①国保加入手続 
　国保税の納付 

②保険証交付 

⑥保険適用分 
　医療費請求 

⑨保険適用分 
　医療費支払 

④診療実施 ③受診 

⑤自己負担分 
　医療費支払 

⑧保険適用分 
　医療費支払 

⑦医療費審査 
　結果通知 

国保加入者 
（被保険者） 

国民健康保険団体連 
合会（医療費等審査） 

市町村 
（保険者） 

医療機関 
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医
療
費
や
75
歳
以
上
の
方

の
医
療
費
支
援
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
必
要
と
す
る
方
の
支

援
費
な
ど
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
そ
れ
ら
の
財
源
と
な
る

保
険
税
収
入
や
国
な
ど
か
ら

の
補
助
金
が
大
幅
に
減
少
し

て
い
る
状
況
か
ら
、
国
民
健

康
保
険
会
計
の
運
営
が
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

保
険
税
へ
の
影
響
を
避
け

る
た
め
に
国
民
健
康
保
険
基

金
（
貯
金
）
を
取
り
崩
し
て

対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
残
額
も
大
幅
に
減
少
し
て

お
り
、
今
後
の
国
保
財
政
の

安
定
的
運
営
の
た
め
、
所
得

の
低
い
方
に
配
慮
し
た
試
算

結
果
に
基
づ
き
、
平
成
24
年

度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
率

が
左
表
の
と
お
り
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税

限
度
額
と
な
る
『
77
万
円

（
年
額
）』
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

島
議
員
　
　
国
が
経
年
的

に
国
民
健
康
保
険
税
限
度

額
を
見
直
し
て
い
く
こ
と

が
過
去
に
あ
っ
た
の
で
、

現
状
を
聞
き
た
い
。

ま
た
、
今
後
限
度
額
が

変
わ
る
見
通
し
は
あ
る
か
。

祉
課
長
　
　
昨
年
４
月
に

限
度
額
が
改
正
さ
れ
、
医

療
分
51
万
円
、
後
期
支
援

分
14
万
円
、
介
護
分
12
万

円
、
あ
わ
せ
て
77
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

平
成
24
年
度
は
、
限
度

額
の
引
き
上
げ
は
な
い
と

聞
い
て
い
る
。

島
議
員
　
　
消
費
税
や
Ｔ

Ｐ
Ｐ
と
い
っ
た
問
題
で
負

担
が
ふ
え
、
町
民
生
活
全

体
が
大
き
く
変
化
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
国
に
対
す

る
働
き
か
け
も
必
要
で
は

な
い
か
。

長
　
　
国
民
健
康
保
険
制

度
そ
の
も
の
が
、
制
度
崩

壊
に
近
い
形
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
感
じ
て
お
り
、

そ
の
こ
と
を
関
係
機
関
な

ど
を
通
じ
て
国
に
訴
え
、

抜
本
的
制
度
改
正
を
目
指

し
、
努
力
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
課
長

町
長

小
島
議
員

小
島
議
員

質
疑
と
答
弁



報
酬
を
支
給
す
る
委
員
会
と
し
て 

「
町
民
自
治
推
進
委
員
会
」を
追
加 

個
人
町
民
税
均
等
割
額
が 

10
年
間
５
０
０
円
ア
ッ
プ 

女
満
別
湖
畔
の
適
正
な 

管
理
体
制
確
立
の
た
め
に 

『
女
満
別
湖
畔
公
園
条
例
』を
制
定 

一 口 メ モ  一 口 メ モ  

平
成
26
年
度
分
か
ら
道
民
税
と
あ
わ
せ
て
１
　０
０
０
円
の
増
 

，
 

①個人町民税・個人道民税の均等
割額が、平成26年度から平成
35年度までの10年間、それぞ
れ500円引き上げ（合計1,000
円の増） 

改正前 改正後 
3,000円 
1,000円 
4,000円 

町 民 税  
道 民 税  
均等割計 

3,500円 
1,500円 
5,000円 

シジミ採りを楽しむみなさん 

網
走
国
定
公
園
内
に
位
置

す
る
女
満
別
湖
畔
の
公
園
内

休
憩
所
や
ト
イ
レ
は
北
海
道

が
整
備
し
た
も
の
で
、
そ
れ

ら
施
設
の
管
理
方
法
な
ど
は

書
面
で
の
明
確
な
取
り
決
め

が
な
く
、
先
例
に
な
ら
っ
て

北
海
道
と
町
と
で
相
互
に
管

理
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
町
は
、
北
海
道

と
何
度
も
道
有
施
設
の
使
用

方
法
を
協
議
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
、
女
満
別
湖
畔
公

園
運
営
の
た
め
に
、
町
が
北

海
道
へ
使
用
許
可
申
請
を
行

う
こ
と
で
道
有
施
設
を
使
用

す
る
こ
と
の
協
議
が
整
っ
た

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
明
文

化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
管
理

方
法
な
ど
を
規
定
し
た
条
例

を
制
定
し
、
適
正
に
管
理
運

営
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。

第
12
条
で
は
、

営
利
を
目
的
と
し
た
行
為
の

禁
止
を
う
た
っ
た
上
で
、
町

長
が
認
め
た
も
の
は
例
外
と

規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
例

を
具
体
的
に
示
し
て
ほ
し
い
。

業
課
長
　
　
過
去
の
例
か

ら
す
る
と
、
メ
イ
ン
と
な
る

の
は
町
を
挙
げ
て
行
う
「
め

ま
ん
べ
つ
観
光
夏
ま
つ
り
」

で
は
な
い
か
。

島
議
員
　
　
め
ま
ん
べ
つ

観
光
協
会
が
行
う
シ
ジ
ミ
採

り
も
、
営
利
事
業
で
あ
る
。

個
別
の
テ
ナ
ン
ト
で
も
そ
う

だ
が
、
利
益
を
出
す
団
体
は

使
用
料
を
払
っ
て
で
も
や
れ

る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
い
っ

た
整
理
が
必
要
で
は
な
い
か
。

業
課
長
　
　
本
条
例
は
町

有
地
を
対
象
と
し
て
い
る
。

シ
ジ
ミ
採
り
は
河
川
敷
地
と

線
引
き
し
て
い
る
が
、
女
満

別
湖
畔
の
観
光
振
興
と
い
う

観
点
か
ら
も
内
部
協
議
し
て

い
き
た
い
。
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産
業
課
長

産
業
課
長

小
島
議
員

小
島
議
員

地
方
税
法
な
ど
の
法
律

が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、「
大
空
町
税
条
例
」

の
規
定
を
法
律
の
規
定
に

基
づ
き
見
直
す
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

改
正
の
主
な
内
容
は
、

次
の
①
か
ら
④
と
お
り
で

す
。

②
ほ
か
の
所
得
と
わ
け
て
課

税
さ
れ
る
「
退
職
所
得
」

分
の
個
人
町
民
税
に
対
す

る
10
％
の
税
額
控
除
特
例

措
置
の
廃
止

③
東
日
本
大
震
災
に
関
連
す

る
平
成
22
年
か
平
成
23
年

い
ず
れ
か
の
災
害
関
連
支

出
を
、
平
成
24
年
度
以
後

の
所
得
か
ら
控
除
で
き
る

④
道
と
町
の
税
収
の
増
減
調

整
の
た
め
、
平
成
25
年
度

か
ら
道
た
ば
こ
税
の
一
部

を
町
た
ば
こ
税
に
移
譲

（
総
額
に
変
更
な
し
）

「
特
別
職
公
務
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
条
例
」
に
、

大
空
町
自
治
基
本
条
例
を
守

り
育
て
、
実
効
性
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
設
置
す
る

「
町
民
自
治
推
進
委
員
会
」

を
追
加
す
る
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

報
酬
額
は
日
額
で
設
定
さ

れ
、委
員
長
は
８，
０
０
０
円
、

委
員
は
７，
５
０
０
円
で
す
。

町
民
自
治
推

進
委
員
会
は
、
成
長
す
る
条

例
と
し
て
大
事
な
役
割
を
果

た
す
町
民
の
機
関
だ
と
思
っ

て
お
り
、
公
募
割
合
を
ふ
や

す
べ
き
と
強
く
述
べ
て
き
た
。

住
民
参
加
、
住
民
自
治
を
具

体
化
す
る
象
徴
と
し
て
十
分

な
検
討
を
お
願
い
し
た
い
が
、

ど
う
か
。

務
課
参
事
　
　
町
民
の
公

募
に
よ
る
参
加
を
基
本
と
し

て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
階
層

か
ら
の
参
加
を
求
め
た
い
。

定
員
の
概
ね
３
分
の
１
の
方

の
公
募
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。ま

た
、
委
員
を
選
考
す
る

こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
、
ご

理
解
願
い
た
い
。

町
民
の
代
表
機

関
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、

３
分
の
１
の
公
募
を
基
本
に

し
な
が
ら
、
さ
ら
に
内
部
で

検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

副
町
長

総
務
課
参
事

小
島
議
員

質
疑
と
答
弁

質
疑
と
答
弁



本議会で購入契約の締結が議決された物品の概要 

スクールバス(9列シート43人乗り) 
１台 

大空町女満別西3条2丁目1番13号 
株式会社たいせつ 

代表取締役　中山　　登 

1,727万2,500円 

平成24年10月20日 

品名・数量 

納入業者 
(契約先)

購入金額 

予定納期 

●町営住宅建設工事は建築主体のほか、電気工事（実施業者：山田・横
田経常建設共同企業体、契約額：1,239万円）、設備工事（実施業者：
船橋西川建設㈱東藻琴支店、契約額：1,890万円）もあわせて実施さ
れます。  
●町の予算で決まっていても、契約するために議会の議決が必要な金額
が決まっています。入札を行う際に必要となる工事の「予定価格」が
5,000万円以上の場合、正式に契約するには議会の議決が必要になり
ます。 

地
域
要
請
等
に
よ
り 

町
道
区
間
を
見
直
し 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を 

新
た
に
購
入 

監
査
委
員
の 

選
任
に
同
意 

生
活
基
盤
向
上
の
た
め
に 

公
営
住
宅
新
設
工
事 

道
路
改
良
舗
装
工
事 

を
実
施 

一 口 メ モ  一 口 メ モ  
　
議
会
で
の
選
任
同
意
後

に
辞
令
交
付
さ
れ
た
近
藤

監
査
委
員
と
、６
月
12
日

に
開
催
さ
れ
た
教
育
委
員

会
会
議
で
教
育
委
員
長
に

就
任
さ
れ
た
相
馬
隆
教
育

委
員
長
の
お
二
人
か
ら
、

本
定
例
会
で
ご
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 【
近
藤
監
査
委
員
】 

　
常
に
公
正
、公
平
な
監

査
に
心
が
け
、町
民
か
ら

信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
取
り

組
み
ま
す
。 

 【
相
馬
教
育
委
員
長
】 

　
大
空
町
の
教
育
理
念
や

伝
統
を
引
き
継
ぎ
、堅
持

し
な
が
ら
、教
育
の
さ
ら

な
る
充
実
・
発
展
に
取
り

組
み
ま
す
。 

本議会で契約の締結が議決された工事の概要 

開陽中央線改良舗装工事 

大空町女満別東陽3丁目3番8号 
吉井建設株式会社 

代表取締役社長　郷右近英宣 

契約日から平成24年12月18日まで 

8,872万5,000円 

はなぞの団地町営住宅建設工事 
（建築主体） 

河西・斉藤経常建設共同企業体 
代表者 

大空町女満別西3条1丁目3番4号 
株式会社河西組 

代表取締役　河西　　悟 

契約日から平成25年２月28日まで 

１億962万円 

工事名 

実施業者 
(契約先)

工事期間 

契約金額 

【朝日西７線】の総延長 
廃止区間：1,506.40メートル 
認定区間：1,112.55メートル 
⇒廃止前の路線から、393.85メートル短くなります。 

廃止区間 

認定区間 

起点：女満別朝日342番１地先 
終点：女満別朝日370番地先 
起点：町道朝日南12号線交点 
終点：町道朝日中園線交点 

廃止・認定する路線名【朝日西７線】 

工事が行われている開陽中央線 
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女
満
別
地
区
と
東
藻
琴
地

区
と
を
結
ぶ
主
要
道
路
の
一

つ
で
あ
る
「
開
陽
中
央
線
」

を
整
備
す
る
工
事
と
、
住
環

境
整
備
の
た
め
「
は
な
ぞ
の

団
地
」
に
町
営
住
宅
を
新
設

す
る
工
事
の
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

道
路
の
幅
が
狭
く
不
特
定

多
数
の
利
用
者
が
少
な
い
こ

と
、
冬
期
間
の
除
雪
を
行
っ

て
い
な
い
こ
と
、
民
有
地
を

町
道
認
定
し
て
い
る
部
分
が

一
部
あ
る
た
め
、
地
域
か
ら

町
道
廃
止
の
要
請
が
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
現
行
の
路
線

か
ら
一
部
を
除
く
た
め
に
町

道
を
廃
止
し
、
町
道
を
新
た

に
認
定
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

平
成
２
年
に
購
入
し
、
導

入
後
20
年
以
上
経
過
し
て
い

る
東
藻
琴
地
区
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
更
新
の
た
め
、
新
た
に

車
両
を
購
入
す
る
契
約
を
結

ぶ
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
５
月
31
日
付
で

辞
職
さ
れ
た
佐
々
木
健
前
監

査
委
員
の
後
任
委
員
と
し
て
、

近
藤
克
郎
氏
を
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

【任期】平成24年6月19日から
平成28年6月18日まで



●各道路整備事業交付金 ＋130万円 
 
●各道路整備事業に伴う借入金 ＋830万円 
 
●ＪＡオホーツク網走が実施するコンテナ洗浄 
　施設整備費用北海道の補助金 ＋1,426万円 
 
●芝桜公園整備に要する借入金 ＋190万円 

☆各道路整備工事請負費 ＋950万円 
●ＪＡオホーツク網走が実施するコンテナ洗浄 
　施設整備費用の補助金 ＋1,426万円 
●芝桜公園トイレ、休憩室への風除室増築工事 
 ＋198万円 
●議場カメラ更新、インターネット環境整備等工 
　事費 ＋281万円 
●女満別湖畔公園を町が直接管理 
　⇒観光協会補助金 △111万円 
　　湖畔管理事業費 ＋183万円 
☆節電ＰＲ対策として ＋30万円 

歳入（収入） 歳出（支出） 
一般会計補正予算の主な内容 

◆国民健康保険事業特別会計：予算総額６万円増の11億4,947万円 
◆介護サービス事業勘定特別会計：予算総額１万円増の858万円 
◆簡易水道事業特別会計：予算総額755万円増の３億7,146万円 
◆下水道事業特別会計：予算総額11万円増の３億6,981万円 

※先頭に☆が表示している部分は、今回関連する質疑が行われた項目です。 

◆一般会計：①歳入歳出それぞれ4,322万円増額⇒予算総額76億2,971万円 
　　　　　　②☆一時借入金借入れ最高額に1,000万円追加⇒最高額11億1,000万円 

一 口 メ モ  一 口 メ モ  一 口 メ モ  
　町の会計年度は４月１日から翌年の３月31日までですが、会計
年度中に支払が完了しない場合などもあり、それらの整理をする
ために『出納整理期間』が設けられています。平成24年度であれ
ば、出納整理期間は平成25年４月１日から同年５月31日までです。 
　町が行う事業の中には、その財源として町債（＝借入金）を充
てるものがありますが、町債の多くは出納整理期間中に収入され
ます。予算上では収支同額となっていますが、実際の資金運用は
必ずしもそうではないため、資金不足が生じたとき、一時的に金
融機関から借り入れるお金が『一時借入金』です。 

【出納整理期間】と【一時借入金】 

《本定例会で議決された補正予算の概要》 

見
込
以
上
の
要
望
に
対
応 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
補
助
金
を 

１
、２
３
８
万
円
増
額
補
正
！ 

平
成
23
年
度
か
ら
平
成

25
年
度
ま
で
の
３
年
間
、

町
民
皆
さ
ん
の
快
適
な
住

環
境
の
向
上
と
地
域
経
済

活
性
化
を
目
的
に
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
に
要
す
る
費

用
の
助
成
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

２
年
目
と
な
る
本
年
度

は
、
募
集
し
た
結
果
申
込

み
が
殺
到
、
当
初
予
算
で

は
対
応
し
切
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
次
年
度
へ
の
影
響

も
考
慮
し
て
今
年
度
の
申

込
み
分
す
べ
て
に
対
応
す

る
た
め
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
促
進
事
業
補
助
金
」
を

増
額
補
正
す
る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

※
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進

事
業
補
助
金
の
ほ
か
、

今
回
の
議
会
で
議
決
さ

れ
た
補
正
予
算
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

【
道
路
整
備
関
係
】

島
議
員
　
　
歩
道
上
に
駐

車
す
る
な
ど
、
一
種
の
占

有
状
態
が
生
ま
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。

車
い
す
の
方
な
ど
、
車
道

に
出
な
け
れ
ば
通
れ
な
い

状
況
も
生
じ
る
。
注
意
し

て
も
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え

て
い
る
か
。

設
課
長
　
　
歩
道
に
駐
車

さ
れ
る
と
、
交
通
安
全
上

も
よ
く
な
い
。
定
期
的
な

維
持
管
理
を
し
て
い
く
中

で
点
検
、
確
認
し
な
が
ら

十
分
な
対
応
を
し
て
い
き

た
い
。

歩
道
へ
の
駐
車
は
、

救
急
車
の
出
動
の
際
の
阻

害
要
因
に
も
な
る
。
昨
年

度
、
警
察
と
も
相
談
し
な

が
ら
対
応
し
、
減
少
し
た

経
過
も
あ
る
。
昨
年
度
、

公
営
住
宅
な
ど
で
徹
底
し

た
対
応
を
と
っ
た
。

歩
道
へ
駐
車
さ
れ
て
い

る
方
な
ど
に
ま
ず
理
解
を

求
め
、
そ
れ
で
も
改
善
さ

れ
な
け
れ
ば
、
過
去
に
行

っ
た
よ
う
な
対
応
を
と
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

歩
行
者
の
安

全
な
ど
を
考
え
て
歩
道
整

備
工
事
が
さ
れ
て
い
る
の

で
、
歩
道
に
除
雪
し
た
雪

を
た
め
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
指
導
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

道
路
の
役
割

や
歩
道
の
役
割
、
除
雪
の

注
意
点
な
ど
を
広
報
誌
に

掲
載
し
、
内
部
で
も
調
整
、

確
認
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

【
一
時
借
入
金
関
係
】

ど
う
い
う
状

況
の
と
き
に
、
一
時
借
入

金
を
補
正
す
る
の
か
。

町
債
（
＝
借

入
金
）
や
補
助
金
な
ど
、

出
納
整
理
期
間
中
で
な
け

れ
ば
収
入
に
な
ら
な
い
も

の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
が
収

入
さ
れ
る
ま
で
の
資
金
不

足
に
対
応
す
る
た
め
限
度

額
を
設
定
し
、
そ
の
範
囲

内
で
借
入
れ
し
て
い
る
。

今
回
、地
方
債
を
１，
０

２
０
万
円
増
額
補
正
す
る

た
め
、
１，

０
０
０
万
円

を
追
加
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
節
電
Ｐ
Ｒ
の
取
組
関
係
】

町
が
「
そ
ら

っ
き
ー
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
つ
け

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ポ

イ
ン
ト
発
行
と
同
時
に
回

収
す
る
販
売
促
進
を
手
が

け
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

今
は
発
行
す
る
だ

け
だ
が
、
今
後
の
課
題
と

し
て
受
け
と
め
た
い
。
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質
疑
と
答
弁

補
正
予
算

建
設
課
長

町
長

小
島
議
員

建
設
課
長

品
田
議
員

町
長

品
田
議
員

総
務
課
長

品
田
議
員



「
外
国
人
登
録
法
」廃
止 

に
よ
り
条
文
見
直
し 

〜「
大
空
町
議
会
会
議
規
則
」を
改
正
〜 

議
会
の
議
決
を
必
要
と
す
る
重
要
な 

町
の
計
画
を『
会
議
規
則
』に
明
記 

一 口 メ モ  一 口 メ モ  一 口 メ モ  
①【住民基本台帳法】：住民に関する記録の適正な管理を主な目的とする
法律です。この法律に基づき、市町村で「住民基本台帳」の整備が義務
づけられており、各種申請に必要な場合がある住民票などの規定も本
法にあります。 
②【外国人登録法】：上記①の法律は、これまで日本人だけに適用され、日
本在留外国人には、本法が適用されていました。外国人の身分・居住関
係が規定されていましたが、本年７月９日をもって廃止され、今後は
在留外国人に対しても上記①の法律が適用されることになりました。 
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日
本
に
居
住
す
る
外
国
籍

の
方
た
ち
に
適
用
さ
れ
て
い

た「
外
国
人
登
録
法
」が
廃
止

さ
れ
、
日
本
人
同
様
「
住
民

基
本
台
帳
法
」
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
関
係
す
る
条

例
内
容
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

●
印
鑑
登
録
条
例

●
手
数
料
条
例

●
敬
老
褒
賞
条
例

本
町
議
会
の
基
本
的
事
項

等
を
定
め
る
「
議
会
基
本
条

例
」
の
規
定
に
よ
り
、
町
が

立
案
す
る
重
要
な
計
画
で
、

議
会
の
議
決
を
要
す
る
も
の

を
「
大
空
町
議
会
会
議
規
則
」

に
明
記
す
る
た
め
、
同
規
則

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
規
則
に
規
定
す
る
重

要
な
計
画
は
、
次
の
五
つ
の

計
画
で
す
。

①
大
空
町
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画

②
大
空
町
町
営
住
宅
長
寿

命
化
計
画

③
大
空
町
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画

④
大
空
町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン

⑤
大
空
町
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画

※
会
議
規
則
改
正
の
ほ
か
、

決
定
し
た
議
会
提
出
案
件

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
傍
聴
人
へ
の
会
議
資
料
提

供
を
明
記
】

議
会
基
本
条
例
の
規
定
に

基
づ
き
、
情
報
公
開
の
観
点

か
ら
傍
聴
人
に
対
す
る
資
料

提
供
の
規
定
を
「
大
空
町
議

会
傍
聴
規
則
」
に
追
加
す
る

改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

【
国
等
へ
意
見
書
を
提
出
】

私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会

情
勢
な
ど
の
向
上
に
向
け
、

国
な
ど
関
係
機
関
へ
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

（
内
容
は
Ｐ
20
に
掲
載
）

【
平
成
23
年
度
か
ら
の
繰
越

事
業
の
報
告
】

や
む
を
得
ず
年
度
内
に
事

業
が
完
了
し
な
か
っ
た
平
成

23
年
度
の
事
業
を
、
平
成
24

年
度
へ
繰
り
越
し
て
実
施
す

る
内
容
を
了
承
し
ま
し
た
。

【
監
査
結
果
報
告
】

監
査
委
員
か
ら
報
告
さ
れ

た
「
平
成
23
年
度
定
期
監
査

結
果
」
と
「
例
月
出
納
検
査

結
果
」
に
つ
い
て
、
了
承
し

ま
し
た
。

【
法
人
等
の
平
成
23
年
度
経

営
状
況
報
告
】

町
が
出
資
等
を
し
て
い
る

次
の
４
法
人
の
経
営
状
況
報

告
を
了
承
し
ま
し
た
。

①
一
般
財
団
法
人
大
空
町
青

少
年
育
成
協
会

②
大
空
町
土
地
開
発
公
社

③
株
式
会
社
東
藻
琴
芝
桜
公

園
管
理
公
社

④
財
団
法
人
め
ま
ん
べ
つ
産

業
開
発
公
社

め
ま
ん
べ
つ

産
業
開
発
公
社
は
、
役
割
を

果
た
せ
ば
民
間
へ
譲
渡
す
る

基
本
方
針
だ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
る
。
将
来
的
な
展
望
を

お
聞
き
し
た
い
。

別
な
と
こ
ろ
が
担

え
る
こ
と
は
、
お
願
い
し
て

い
く
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

１
カ
所
が
何
も
か
も
引
受
け

る
こ
と
の
弊
害
、利
点
な
ど
、こ

れ
ま
で
十
分
な
分
析
が
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

検
証
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

※
議
案
に
対
す
る
質
疑
・
答
弁
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
両
地
区
図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
会
議
録

を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

町
長

小
島
議
員

質
疑
と
答
弁

（
④
の
法
人
関
係
）

議会審議の様子



平成24年第２回定例会
では、３人の議員から町
の施策などに関する一
般質問が行われました。 
※質問、答弁の内容は要約して
掲載しています。詳細は議会
ホームページ、両地区図書館
で閲覧できる「会議録」をごら
んください。 

（一般質問３名） 

公
園
は
私
た
ち
が
利

用
す
る
も
の
で
あ
り
、
町

民
皆
さ
ん
が
も
し
も
気
づ

い
た
ら
枯
れ
枝
を
と
り
、

草
を
む
し
る
な
ど
、
き
れ

い
に
し
て
い
こ
う
と
訴
え

る
と
同
時
に
、
公
園
の
清

掃
管
理
を
役
場
職
員
や
業

者
で
は
な
く
、
植
木
に
興

味
の
あ
る
町
民
に
応
援
し

て
も
ら
う
よ
う
な
手
だ
て

を
考
え
て
い
る
か
お
聞
き

し
た
い
。

現
在
は
業
務
委
託
と

い
う
形
で
、
企
業
の
方
々

に
管
理
主
体
を
担
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
が
、
そ
の

観
察
等
は
町
職
員
も
あ
わ

せ
て
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
な
ど
で
各
自
治
会
に
花

の
管
理
を
お
願
い
し
て
い

る
経
過
に
あ
り
、樹
木
の
管

理
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
と

い
う
意
見
が
町
民
の
方
々

か
ら
あ
れ
ば
、
力
添
え
い

た
だ
く
こ
と
も
検
討
す
る

が
、
や
り
方
に
よ
っ
て
は

行
政
側
か
ら
の
押
し
つ
け

と
受
け
と
め
ら
れ
か
ね
な

い
。
町
民
皆
さ
ん
の
機
運

を
ど
の
よ
う
に
盛
り
上
げ

て
い
け
る
か
と
い
う
こ
と

は
、
考
え
て
い
き
た
い
。

町
民
が
自
由
に
植
樹

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
、
各

公
園
の
１
カ
所
に
定
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

町
内
に
は
数
カ
所
の

公
園
が
あ
る
が
、
そ
の
敷

地
に
樹
木
が
少
な
い
と
は

思
っ
て
い
な
い
。
町
民
の

方
が
自
由
に
植
樹
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
を
公
園
内
に
設

け
る
の
は
、
非
常
に
難
し

い
と
思
っ
て
い
る
。
一
方

で
、
緑
化
や
記
念
的
な
植

樹
は
必
要
と
も
思
っ
て
お

り
、
そ
の
後
の
管
理
方
法

を
十
分
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
公
園
以
外
の

場
所
も
含
め
て
十
分
検
討

し
た
い
。

従
来
の
町
有
林
は
木
を

育
て
、
そ
れ
を
売
払
い
財

産
に
す
る
考
え
方
が
あ
っ

た
が
、
別
な
視
点
で
の
町

有
林
が
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
と
考
え
る
面
も
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
視
点
を
あ
わ

せ
持
ち
な
が
ら
検
討
し
た

い
。

昨
年
、
研
修
会
館
周

辺
の
樹
木
伐
採
に
関
す
る

質
問
を
し
た
。
高
齢
の
方

が
間
違
っ
て
切
り
株
に
つ

ま
ず
い
て
転
ん
だ
り
、
子

供
が
切
り
株
か
ら
飛
び
お

り
て
け
が
を
し
た
な
ど
と

い
っ
た
と
き
、
一
体
だ
れ

の
責
任
に
な
る
の
か
。
今

後
の
対
応
も
含
め
て
お
聞

き
し
た
い
。

昨
年
伐
採
し
た
シ
ラ

カ
バ
の
切
り
株
が
高
い
と

い
う
指
摘
も
あ
り
、
駐
車

場
に
隣
接
す
る
と
こ
ろ
を

低
く
切
り
直
し
た
。

こ
の
春
に
は
警
察
官
駐

在
所
の
建
物
が
な
く
な
り
、

周
辺
に
あ
っ
た
切
り
株
が

露
出
し
た
形
に
な
っ
て
い

る
。
職
員
が
見
回
っ
た
結

果
、
今
の
高
さ
で
あ
れ
ば

大
き
な
危
険
要
素
は
な
い

と
判
断
し
た
が
、
も
う
一

度
私
自
身
確
認
を
し
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

樹
木
伐
採
後
の
植
樹
の

話
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

警
察
官
駐
在
所
の
移
転
や

研
修
会
館
周
辺
の
道
路
工

緑
の
月
間
に
よ
せ
て中

　
堀
　
君
　
子
議
員

樹
木
管
理
に
町
民
の

手
を
借
り
る
考
え
は

町
民
が
自
由
に

植
樹
で
き
る
場
所
を

切
り
株
の
対
応
は
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事
な
ど
で
、
周
囲
が
一
変

す
る
と
思
っ
て
い
る
。
ど

こ
の
場
所
に
植
栽
が
可
能

か
、
も
う
少
し
時
間
を
い

た
だ
き
考
え
て
い
き
た
い
。

自
然
に
森
林
浴
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
て

み
て
は
ど
う
か
。
樹
木
は

長
い
目
で
見
て
育
て
て
い

か
な
け
れ
ば
、
森
林
浴
を

す
る
と
い
っ
て
も
で
き
な

い
。
道
の
両
側
に
木
が
あ

れ
ば
、
歩
い
て
い
て
も
運

動
し
て
い
て
も
、
森
林
浴

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

い
く
ら
市
街
地
に
木

を
植
え
て
も
、
そ
れ
は
森

林
浴
に
は
な
ら
ず
、
林
や

森
の
中
を
歩
き
、
木
は
も

ち
ろ
ん
そ
の
他
の
植
物
、

流
れ
て
い
る
小
川
な
ど
、

森
林
が
育
っ
て
い
る
植
生

全
体
を
感
じ
取
る
こ
と
、

そ
う
い
っ
た
全
体
を
含
め

て
森
林
浴
と
い
う
の
で
は

な
い
か
。

大
空
町
に
は
、
市
街
地

に
非
常
に
近
い
と
こ
ろ
で

女
満
別
湖
畔
が
あ
り
、
す

ば
ら
し
い
天
然
の
林
な
ど

が
あ
る
。
森
林
浴
を
楽
し

み
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
湖

畔
に
足
を
向
け
て
い
た
だ

き
、
満
喫
い
た
だ
く
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
。

樹
木
な
ど
は
、
で
き
る

限
り
残
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
今
後
も
目
く
ば
せ

し
な
が
ら
対
応
し
、
日
常

の
管
理
を
し
っ
か
り
行
う

努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

森
林
浴
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を

女満別湖畔の風景

施
設
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

な
ど
、
跡
地
対
応
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

豊
住
小
学
校
の
体
育

館
は
平
成
７
年
に
、
校
舎

は
平
成
８
年
に
完
成
し
て

い
る
。

本
年
６
月
、
副
町
長
を

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
庁
内
職

員
の
主
幹
職
を
中
心
と
し

た
14
名
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
編
成
し
、
現
在
、
全
職

員
か
ら
跡
地
利
用
プ
ラ
ン

な
ど
を
募
集
し
て
い
る
。

施
設
及
び
跡
地
利
用

に
当
た
り
、
想
定
さ
れ
る

問
題
や
課
題
、
そ
の
逆
の

利
点
と
し
て
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
か
。

編
成
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
中
で
課
題
、
利
点

な
ど
を
洗
い
出
し
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
庁
議
で
の
議

論
を
経
て
、
素
案
を
ま
と

め
て
い
き
た
い
。
議
会
や

関
係
団
体
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
に
も
情
報
提
供
し
、

ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と

も
考
え
て
い
る
。

女
満
別
小
学
校
と
の

統
合
に
向
け
た
対
応
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
お
聞

き
し
た
い
。

地
域
、
保
護
者
の

皆
様
と
子
供
た
ち
の
将
来

を
見
据
え
た
議
論
を
重
ね
、

昨
年
11
月
に
ご
理
解
と
合

意
を
い
た
だ
き
、
女
満
別

小
学
校
と
豊
住
小
学
校
の

統
合
時
期
が
平
成
26
年
４

月
１
日
に
決
定
し
た
。

統
合
前
の
期
間
を
有
効

活
用
し
、
子
供
や
保
護
者

同
士
の
交
流
、
融
和
の
た

め
の
取
り
組
み
を
積
極
的

に
展
開
し
て
ほ
し
い
と
い

う
強
い
要
望
が
あ
る
。
統

合
ま
で
の
間
、
児
童
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
交
流
事
業
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
た
い
。

学
校
で
も
、
両
校
職
員

に
よ
る
統
合
準
備
委
員
会

を
設
立
し
、
緊
密
な
協
力

体
制
で
準
備
作
業
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
す

べ
て
の
児
童
、
保
護
者
が

不
安
な
く
、
新
し
い
ス
タ

ー
ト
を
切
れ
る
よ
う
万
全

を
期
し
て
い
き
た
い
。

豊
住
小
学
校
統
合
後
の
施
設
と
跡
地
対
応
は

齋
　
藤
　
宏
　
司
議
員

統
合
後
の
対
応
を

ど
う
考
え
る
か

問
題
、
課
題
と
利
点
は

統
合
に
向
け
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は



私
の
意
見
と
し
て
は
、

教
育
施
設
と
し
て
使
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

町
長
の
思
い
入
れ
が
あ
れ

ば
、
具
体
的
に
お
答
え
願

い
た
い
。

町
政
懇
談
会
の
中
で
、

町
民
の
方
か
ら
①
地
域
の

高
齢
者
を
中
心
と
し
て
活

用
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

施
設
、
②
幼
児
教
育
の
場

と
し
て
活
用
、
③
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
の
誘
致
と
い
っ
た

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

私
の
思
い
と
し
て
は
１

年
３
６
５
日
、
恒
常
的
に

使
え
る
施
設
が
望
ま
し
い

と
思
っ
て
い
る
。

議
員
の
私
案
的
意
見
も

含
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

中
で
十
分
検
証
す
べ
き
内

容
だ
と
考
え
る
。
い
ろ
い

ろ
な
方
々
か
ら
意
見
を
聞

く
機
会
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、素
案
づ
く
り
、計
画
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

高
齢
の
方
も
、
子
供

た
ち
と
一
緒
に
学
ん
だ
り

で
き
る
施
設
に
し
て
い
っ

た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な

い
か
。
地
域
で
は
、
総
合

型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
い

う
形
で
、
体
育
館
を
利
用

し
て
い
る
。
町
内
の
ど
な

た
で
も
使
え
る
よ
う
な
施

設
の
形
を
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
や
高
齢
者
皆
さ
ん
の

利
用
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

使
い
方
が
出
て
く
る
と
思

う
。
メ
ー
ン
の
部
分
を
ど

こ
に
置
く
か
で
、
附
属
す

る
活
用
の
仕
方
も
生
ま
れ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で

検
討
す
る
よ
う
に
指
示
し

た
い
。校

舎
周
辺
の
教
員
住

宅
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
、

考
え
が
あ
れ
ば
お
聞
き
し

た
い
。

多
様
な
使
い
方
を
検

討
し
な
が
ら
進
め
た
い
が
、

古
く
な
っ
て
い
る
も
の
は
、

今
の
と
こ
ろ
倉
庫
的
な
使

用
以
外
の
使
い
道
が
な
い

の
で
は
な
い
か
。
将
来
的

に
ど
こ
か
の
時
期
で
解
体

す
る
こ
と
で
考
え
て
い
き

た
い
。保

護
者
の
中
で
、
統

合
に
あ
わ
せ
て
豊
住
小
学

校
で
勤
務
し
て
い
た
先
生

を
女
満
別
小
学
校
勤
務
に

で
き
な
い
か
と
い
う
意
見

を
持
つ
方
も
い
た
。
子
供

た
ち
が
不
安
が
ら
な
い
よ

う
、
学
年
ご
と
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
的
な
こ
と
が
あ
れ

ば
お
聞
き
し
た
い
。

子
供
た
ち
の
不
安

を
な
く
す
体
制
づ
く
り
と

い
う
意
味
で
は
、
豊
住
小

学
校
の
先
生
が
女
満
別
小

学
校
へ
異
動
で
き
る
こ
と

が
、
一
番
望
ま
し
い
と
思

っ
て
い
る
。
原
則
町
内
で

の
人
事
異
動
は
行
わ
れ
て

い
な
い
が
、
学
校
統
合
の

場
合
は
特
例
と
し
て
配
慮

い
た
だ
け
る
と
聞
い
て
い

る
。
子
供
た
ち
が
不
安
に

な
ら
な
い
体
制
づ
く
り
に

意
を
注
ぎ
た
い
。

中
学
校
の
統
合
で
は
、

な
じ
ま
な
い
子
も
た
く
さ

ん
い
た
。
子
供
た
ち
の
そ

う
い
っ
た
面
の
不
安
は
、

か
な
り
あ
る
と
思
う
。
小

さ
な
学
年
か
ら
交
流
を
多

く
持
て
れ
ば
、
昔
の
中
学

校
の
統
合
の
と
き
と
違
う

の
で
は
。
統
合
ま
で
に
い

ろ
い
ろ
な
交
流
の
場
を
設

け
て
い
た
だ
き
た
い
。

女
満
別
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
取
り
組
む
親
子
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に

豊
住
小
学
校
の
保
護
者
、

子
供
た
ち
も
参
加
し
て
も

ら
う
こ
と
も
進
め
て
い
き

た
い
。

行
政
と
し
て
十
分
な
意

見
把
握
が
で
き
な
い
場
面

も
出
て
く
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
、
議
員
各
位
か
ら

も
ご
助
言
な
ど
を
お
願
い

し
た
い
。
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教
育
施
設
と
し
て

継
続
利
用
を

教
職
員
住
宅
の
有
効
利
用
を

子
供
た
ち
が
不
安
が
ら
な
い

よ
う
な
方
策
は

統
合
ま
で
に
た
く
さ
ん

の
交
流
を

町
内
だ
れ
で
も
使
え
る
形
に
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昨
年
11
月
に
繁
殖
、

営
巣
が
確
認
さ
れ
た
ヒ
メ

ヒ
ナ
コ
ウ
モ
リ
は
、
環
境

省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
は

情
報
不
足
と
の
分
類
で
、

詳
細
確
認
後
に
分
類
を
再

検
討
す
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
そ
の
後
の
生
息
状

況
と
環
境
省
の
対
応
は
ど

う
な
っ
た
の
か
。

営
巣
場
所
は
木
造
体
育

館
の
壁
の
す
き
間
で
あ
り
、

総
合
計
画
で
は
そ
の
体
育

館
が
平
成
26
年
に
解
体
予

定
と
さ
れ
て
い
る
。
解
体

し
て
コ
ウ
モ
リ
を
追
い
払

う
の
か
。

環
境
省
職
員
の
現
地

調
査
後
、
日
本
で
絶
滅
の

お
そ
れ
が
あ
る
野
生
生
物

種
の
リ
ス
ト
（
＝
レ
ッ
ド

リ
ス
ト
）
へ
の
登
録
を
目

指
し
て
事
務
が
進
め
ら
れ

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

ヒ
メ
ヒ
ナ
コ
ウ
モ
リ
の
情

報
は
少
な
く
、
継
続
し
て

調
査
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
詳
し
い
報
告
は

な
い
状
況
。
し
ば
ら
く
静

観
し
、
調
査
す
る
こ
と
と

思
わ
れ
る
。

営
巣
場
所
の
施
設
は
築

50
年
以
上
経
過
し
て
老
朽

化
し
て
お
り
、
総
合
計
画

で
は
解
体
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
が
、
希
少
野
生
動

植
物
の
指
定
や
絶
滅
危
惧

種
の
保
全
、
保
護
対
策
の

検
討
も
想
定
さ
れ
る
。
当

面
は
現
状
を
維
持
し
つ
つ
、

環
境
を
変
え
な
い
よ
う
に

今
の
状
況
を
保
全
し
て
い

き
た
い
。

体
育
館
は
、
い
わ
ば

大
き
な
巣
箱
で
あ
る
。
屋

根
や
壁
、
柱
に
土
台
な
ど

が
傷
ん
で
お
り
、
そ
の
ま

ま
静
観
す
る
と
朽
ち
果
て

て
し
ま
う
。
コ
ウ
モ
リ
に

影
響
が
出
な
い
よ
う
、
補

修
し
な
が
ら
静
観
し
て
は

ど
う
か
。

町
が
起
点
と
な
り
、

コ
ウ
モ
リ
の
生
息
環
境
を

積
極
的
に
対
応
す
る
つ
も

り
は
、
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

今
の
環
境
を
維
持
し
、
専

門
家
の
意
見
を
十
分
聞
き

な
が
ら
対
応
し
た
い
。

め
ず
ら
し
い
種
で
あ

る
コ
ウ
モ
リ
を
、
学
校
教

材
と
し
て
活
用
し
て
は
ど

う
か
。

ま
た
、
こ
の
コ
ウ
モ
リ

が
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

教
育
分
野
へ
の
活

用
は
、
研
究
者
の
意
向
や

ど
う
い
っ
た
場
面
で
活
用

が
可
能
か
な
ど
を
協
議
し
、

検
討
し
た
い
。

ヒ
メ
ヒ
ナ
コ
ウ
モ
リ
は
、

生
態
を
含
め
て
詳
細
な
情

報
や
資
料
が
不
足
し
て
い

る
。
天
然
記
念
物
と
な
り

得
る
か
ど
う
か
は
、
関
係

機
関
や
専
門
家
の
意
見
を

十
分
聞
き
な
が
ら
慎
重
に

検
討
し
た
い
。

公
共
施
設
に
お
け
る

節
電
対
策
と
、
町
内
企
業

や
一
般
家
庭
へ
の
節
電
啓

発
対
策
と
し
て
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、節
電
期
間
が
終
了

す
る
９
月
14
日
以
降
の
節

電
対
策
に
対
す
る
考
え
は
。

公
共
施
設
で
は
照
明

の
間
引
き
や
二
重
の
自
動

ド
ア
の
内
側
の
開
放
、
施

設
ご
と
の
節
電
計
画
表
を

取
り
ま
と
め
て
い
る
。
公

共
施
設
間
の
比
較
を
含
め
、

全
体
的
な
取
り
組
み
を
十

分
協
議
し
、
徹
底
し
た
い
。

本
年
度
購
入
し
た
電
力
監

視
装
置
も
活
用
す
る
。

本
町
に
住
む
珍
種
コ
ウ
モ
リ
の
運
命
や
い
か
に

勝
　
田
　
鉄
　
城
議
員

本
町
は
コ
ウ
モ
リ
の

安
住
の
地
と
な
る
か

コ
ウ
モ
リ
に
影
響
が

出
な
い
よ
う
に
補
修
を

学
校
教
材
と
し
て

活
用
し
て
は

節
電
へ
の
具
体
的
対
策
は

今
夏
の
節
電
対
策
に
つ
い
て

役場庁舎での節電取組のお知らせ
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議会だよりへのご意見・ご要望を募集します!議会だよりへのご意見・ご要望を募集します!議会だよりへのご意見・ご要望を募集します!
　『議会広報編集特別委員会』では、より

読みやすく、親しみやすい広報誌を目指して、

常に検討しながら作業にあたっています。 

　多くの住民の皆さんにごらんいただくため、

また、住民の皆さんの声を多く取り入れる

ため「こういった内容を取り上げられないか？」

「こういう紙面構成にしてみては？」など、どのようなことでも構いません。皆さんのご意見・

ご要望をどんどんお寄せください。お待ちしています。 

【ご意見・ご要望などは 
　　　　　こちらまで】 

〒099-2392　大空町女満別西３条４丁目１番１号 大空町役場内 
大空町議会事務局 TEL:0152-74-2111 (内線266)

平
成
24
年
度
予
算
で

町
長
は
調
査
予
算
を
計
上

し
、
山
林
活
用
に
向
け
て

一
歩
前
へ
踏
み
出
し
た
と

思
わ
れ
る
が
、
活
用
に
対

す
る
考
え
と
調
査
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
お
聞
き
し
た
い
。

法
務
省
用
地
を
有
効

活
用
し
て
地
域
振
興
に
結

び
つ
け
る
可
能
性
を
、
今

年
度
調
査
委
託
し
、
検
討

す
る
。
ど
の
よ
う
な
資
源

が
存
在
す
る
か
の
把
握
、

特
性
を
生
か
し
た
活
用
方

法
、
地
域
経
済
へ
の
波
及

効
果
、
地
域
活
性
化
に
及

ぼ
す
要
素
な
ど
を
検
証
し
、

い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
考
え

て
い
き
た
い
。
委
託
期
間

は
本
年
11
月
末
ま
で
。
調

査
途
中
で
も
、
い
ろ
い
ろ

な
も
の
が
見
え
て
き
た
段

階
で
、
議
会
に
も
情
報
提

供
し
て
い
き
た
い
。
現
在

の
所
有
者
で
あ
る
網
走
刑

務
所
と
も
協
力
、
連
携
し

な
が
ら
調
査
を
進
め
る
。

対
象
用
地
に
は
宝
が
眠

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
大
胆
に
開
発
す

る
と
い
う
発
想
だ
け
で
な

く
、
利
用
し
て
い
く
視
点

を
含
め
、
今
回
の
調
査
で

ひ
も
と
い
て
い
き
た
い
。

公
共
施
設
の
節
電
対
策

は
、
広
報
や
各
施
設
へ
掲

示
し
て
住
民
周
知
に
努
め
、

協
力
を
お
願
い
す
る
。
一

般
家
庭
へ
の
啓
発
も
、
広

報
等
を
活
用
し
た
い
。
各

公
共
施
設
で
の
取
り
組
み

を
町
民
皆
さ
ん
に
肌
で
感

じ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
、

Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
各
家
庭

で
一
定
の
節
電
が
達
成
さ

れ
た
場
合
、
そ
ら
っ
き
ー

カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
を
交

付
す
る
取
り
組
み
も
実
施

し
、
町
民
の
節
電
機
運
を

高
め
た
い
。

節
電
期
間
終
了
後
は
、

町
民
生
活
へ
の
影
響
な
ど

を
考
慮
し
、
取
り
組
め
る

こ
と
は
継
続
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

契
約
電
力
を
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で

あ
る
。
公
共
施
設
で
も
、

全
部
一
遍
に
使
わ
な
い
場

所
が
あ
る
の
で
は
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
も
、
検
討
の

余
地
が
あ
る
と
思
う
。
節

電
す
れ
ば
電
気
を
つ
く
っ

た
こ
と
に
な
る
と
い
う
考

え
方
も
あ
る
。
そ
う
い
っ

た
こ
と
も
考
慮
し
な
が
ら
、

町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し

た
い
。

幾
つ
か
の
公
共
施
設

で
は
、
既
に
契
約
電
力
を

変
更
し
て
い
る
。
単
に
電

気
を
使
わ
な
い
と
い
う
こ

と
だ
け
で
な
く
、
使
用
す

る
時
間
帯
や
曜
日
を
変
え

る
な
ど
、
使
用
電
力
の
ピ

ー
ク
を
平
準
化
さ
せ
る
取

り
組
み
も
行
い
な
が
ら
、節

電
期
間
を
乗
り
切
り
た
い
。

活
用
へ
の
考
え
方
と

調
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

法
務
省
所
有
山
林
の
活
用
に
つ
い
て

契
約
電
力
変
更
も

検
討
し
て
は

法務省用地
町職員の方たちなどがことしの冬に行った現地確認のようす

13 大空町議会だより　第25号（平成24年８月）



平
成
24
年 

　
第
２
回
臨
時
会 

（
５
月
18
日
開
催
） 

「議会報告・視察調査報告会」を 
開催しました!

女
満
別
小
学
校 

旧
校
舎
を
解
体 

総務文教厚生常任委員会 産業建設常任委員会 議会運営委員会 

委 員 長 植 田 泰 弘 議員 
副委員長　齋 藤 宏 司 議員 
委　　員 深 川 　 戴 議員 
 松 岡 克 美 議員 
 松 田 信 行 議員 
 近 藤 哲 雄 議員 

委 員 長 近 藤 哲 雄 議員 
副委員長 松 田 信 行 議員 
委　　員 勝 田 鉄 城 議員 
 松 岡 克 美 議員 
 品 田 好 博 議員 

委 員 長  深 川 　 戴 議員 
副委員長  齋 藤 宏 司 議員 
委　　員 田 中 勝 吉 議員 
 小 島 一 弘 議員 
 植 田 泰 弘 議員 
 中 堀 君 子 議員 

任期満了に伴い 
委員会体制を新たに決定 
任期満了に伴い 
委員会体制を新たに決定 
～議会運営委員会委員 
　　常任委員会委員の選任～ 

　本年５月31日で佐々木健代表監査委員が、６月11
日で合田秀樹教育委員長が退任されるため、議案等の
審議後、お二人から退任に当たってのご挨拶をいただ
きました。 
　長い間、大空町にとって非常に重要な職務をお勤め
いただきました。大変お疲れさまでした。 

女満別小学校建設工事（旧校舎解体） 工事名 

船橋西川・藤井経常建設共同企業体 

代表者 
大空町東藻琴290番地 

船橋西川建設株式会社東藻琴支店 
支店長　小原　博之 

契約日から平成24年12月20日まで 

1億185万円 

実施業者 
（契約先） 

工事期間 

契約金額 

合田前教育委員長 佐々木前代表監査委員 

請願陳情をされる方へ（書式）例 請願陳情をされる方へ（書式）例 
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「
議
会
委
員
会
条
例
」
で

は
、
議
会
に
設
置
す
る
議
会

運
営
委
員
会
・
常
任
委
員
会

の
委
員
任
期
は
２
年
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

各
委
員
の
任
期
で
あ
る
２

年
が
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
臨
時
会
で
新
た
に
委

員
会
の
委
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

委
員
会
体
制
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

女
満
別
小
学
校
新
校
舎
が

完
成
し
た
た
め
、
旧
校
舎
解

体
工
事
の
契
約
締
結
が
、
全

議
員
の
賛
成
に
よ
り
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

今
回
の
臨
時
会
で
は
上
記

の
ほ
か
、
議
会
を
開
催
す
る

時
間
的
余
裕
が
な
い
た
め
、

町
長
が
行
っ
た
次
の
専
決
処

分
の
内
容
を
、
全
議
員
賛
成

に
よ
り
承
認
し
ま
し
た
。

①
国
の
法
律
が
改
正
さ
れ
た

た
め
、「
大
空
町
税
条
例
」

「
大
空
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
」
の
関
係
条
文
を

見
直
す
た
め
の
条
例
改
正

②
３
月
定
例
会
で
の
予
算
補

正
以
降
、
国
か
ら
の
交
付

金
な
ど
額
が
確
定
し
た
こ

と
に
よ
る
平
成
23
年
度
一

般
会
計
予
算
の
補
正

島
議
員
　
地
域
経
済
に
潤

い
を
与
え
る
た
め
、
工
期

や
構
造
な
ど
か
ら
、
分
割

し
て
発
注
す
る
手
法
が
な

か
っ
た
の
か
。
指
名
委
員

会
な
ど
で
、
そ
う
い
っ
た

議
論
は
さ
れ
な
か
っ
た
の

か
。

涯
学
習
課
長
　
本
工
事
は
、

国
の
「
学
校
施
設
環
境
改

善
交
付
金
事
業
」
の
対
象

で
あ
り
、
学
校
関
係
の
一

連
施
設
と
し
て
、
一
括
発

注
し
て
い
る
。

設
課
長
　
指
名
委
員
会
の

中
で
も
検
討
し
、
基
準
に

従
っ
て
業
者
を
指
名
し
て

い
る
。
教
育
委
員
会
か
ら

も
説
明
が
あ
っ
た
と
お
り
、

一
括
発
注
と
い
う
こ
と
で

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

町
長
　
工
事
の
内
容
な
ど

か
ら
、
質
疑
い
た
だ
い
た

よ
う
な
観
点
で
検
討
を
加

え
な
が
ら
指
名
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

建
設
課
長

副
町
長

生
涯
学
習
課
長

小
島
議
員

質
疑
と
答
弁

多くの子どもたちが
巣立った旧校舎



平
成
24
年 

　
第
３
回
臨
時
会 

（
７
月
18
日
開
催
） 

「議会報告・視察調査報告会」を 
開催しました!

任期満了に伴い 
委員会体制を新たに決定 

東藻琴中学校大規模改修工事 
工事名・ 
物品名 

契約日から平成25年２月15日 

１億7,062万5,000円 

東藻琴高等学校教育用 
パーソナルコンピューター一式 

平成24年８月20日 

861万円 

河西・斉藤経常建設共同企業体  代表者 
大空町女満別西3条1丁目3番4号 

株式会社　河西組 
代表取締役　河西　悟 

大空町東藻琴312番地の７ 
文具のナカヤマ 
中山　　正 

実施・納入者 
(契約先)

工事期間・予定納期 

契約金額 

●安全・安心な教育環境整備のために 
を実施 東藻琴中学校大規模改修工事 

●より充実した教育環境整備のために 

を購入 
東藻琴高等学校 
教育用パーソナルコンピューター 

請願陳情をされる方へ（書式）例 請願陳情をされる方へ（書式）例 請願陳情をされる方へ（書式）例 

○○○○○ ○ 印 

（内容） 

○○○○○○○○○○に 
関する請願（陳情） 

要旨 ○○○○○○○ 

理由 ○○○○○○○ 
○○○○○○。 

平成　年　月　日 

大空町議会議長 様 

大空町○○○○○ 

（表紙） 

請　願　書 

（陳情書） 

○○○○○○○○○に 
関する 

紹介議員○○○○○ ○ 印 

※請願には紹介議員が必要ですが、陳情に 
　紹介議員は不要です。 

【お問い合わせ先】 
　大空町議会事務局 
　　0152-74-2111（内線266） 

平
成
24
年
第
３
回
臨
時
会

は
、
東
藻
琴
総
合
支
所
大
会

議
室
で
の
「
移
動
議
会
」
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
つ
の
契
約
締
結
に
関
し

て
審
議
さ
れ
、
ど
ち
ら
も
全

議
員
の
賛
成
に
よ
り
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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東高のより充実した活動が期待されます

【
東
藻
琴
中
学
校
大
規
模
改

修
工
事
関
係
】

島
議
員
　
指
名
業
者
の
選

定
に
関
し
て
は
、
資
格
を

持
っ
て
い
る
業
者
の
皆
に

門
戸
は
開
か
れ
て
い
て
、

そ
の
中
で
競
争
入
札
に
参

加
し
な
か
っ
た
業
者
は
い

た
の
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
今
回
の
工

事
は
、
指
名
業
者
す
べ
て

が
入
札
に
参
加
し
た
。

中
堀
議
員
　
２
年
に
わ
た
っ

て
工
事
の
予
定
と
い
う
こ

と
で
、
子
供
た
ち
が
落
ち

着
か
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
工
事
の
施
工
時
期
を

検
討
で
き
な
い
の
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
今
回
の
工

事
は
、
国
の
補
助
金
を
受

け
て
実
施
す
る
。
金
額
の

内
定
が
６
月
13
日
で
あ
り
、

そ
れ
以
降
に
入
札
を
行
わ

な
け
れ
ば
補
助
金
の
対
象

外
と
な
る
た
め
、
補
助
金

の
内
定
以
降
に
事
務
を
進

め
て
き
た
。

【
高
校
Ｐ
Ｃ
一
式
関
係
】

島
議
員
　
購
入
で
は
な
く
、

リ
ー
ス
と
い
う
選
択
肢
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
機
器
整
備
だ
け
で
な
く
、

ソ
フ
ト
の
中
身
も
問
題
に

な
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

の
検
討
は
さ
れ
た
の
か
。

涯
学
習
課
長
　
購
入
と
リ

ー
ス
と
の
金
額
の
比
較
で

あ
る
が
、
参
考
見
積
等
を

徴
し
て
比
較
し
た
結
果
、

３
０
０
万
円
ほ
ど
の
差
額

が
生
じ
た
。
総
合
的
に
判

断
し
、
今
回
は
購
入
す
る

こ
と
と
し
た
。

ソ
フ
ト
の
検
討
で
あ
る

が
、
教
諭
な
ど
と
も
相
談

し
、
従
来
使
用
し
て
い
る

も
の
と
同
等
の
ソ
フ
ト
で
、

生
徒
が
授
業
を
受
け
る
の

に
支
障
が
な
い
ソ
フ
ト
を

選
択
し
た
と
考
え
て
い
る
。

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

小
島
議
員

小
島
議
員

生
涯
学
習
課
長

中
堀
議
員

質
疑
と
答
弁



OHZORA

MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

総 務 文 教 厚 生 常 任 委 員 会 

平成24年度 

第３回 

〔H24.6.7開催〕 

（審議項目 12件） 

平成24年度 

第４回 

〔H24.6.19開催〕 

（審議項目 ８件） 

開催回数 主な審議項目 説　　明　　概　　要　　等 

事業目的 
①大空町だけでなく、網走市なども含めた広域的
観点で魅力を掘り起こし、広く情報発信して来
訪者をふやし、移住定住につなげる 
②町民と来訪者両方の視点から、地域交通体系の
最適化に取り組む 
 
自治基本条例に規定する大空町民自治推進委員
会の委員構成など、組織や運営に関する必要事項
を定める規則を整備 
 
非常勤特別職公務員の報酬、費用弁償を定める条
例の規定に、大空町民自治推進委員を追加 
 
自治基本条例に規定する「町民意見の公募（パブリ
ックコメント）への意見表明」に関する要綱を整備 
 
自治基本条例の施行に伴い、町の附属機関などの
会議を原則公開とするため、その取扱いなどに関
する要綱を整備 
 
被災した岩手県陸前高田市などで行う支援活動
参加者を町民から募集 
 
新聞報道をもとにした近況報告 
 
大学などへの入学準備金として金融機関から借
り入れる資金への利子助成を実施 
 
①女満別地区から東藻琴高校へ通学を希望する
生徒への対応として、車両を借上げ（経費を補
正対応） 
②東藻琴地区のスクールバス１台を更新 
 
北海道立女満別高等学校の学級数が、平成25年
度募集枠が１学級増の２学級に（説明段階での計
画であり、未決定） 
 
関係する法律の改正により、条例の内容を見直し 
 
関係する法律の改正、廃止により、条例の内容を見直し 
 
一般家庭で一定以上の節電が達成された方にそ
らっきーポイントを交付する 
 
消防庁舎の道道空港線を挟み向かいにある町有地の
約半分を、既存建物解体を含む整備等を行い、売却 
 
電波法改正に伴い、消防救急無線をアナログ方式
からデジタル方式に移行 
 
H24.6.1現在の利用状況と、今後のＰＲ方法 
 
数値から読み取れる現状、課題の分析と、それに
基づく今後の取組等の方向性 

『地域再生加速事業』の取組概要 
 
 
 
 
 
 
『大空町民自治推進委員会規則』制定 
 
 
 
『大空町特別職公務員の報酬及び費用
弁償条例』の内容見直し 
 
『大空町町民意見の公募制度実施要綱』
制定 
 
『大空町審議会等会議の公開に関する
要綱』制定 
 
 
東日本大震災被災地支援活動 
 
 
北海道エアシステム（ＨＡＣ）の現状 
 
『大空町入学資金借入金利子等助成要綱』
制定 
 
スクールバス運行事業 
 
 
 
 
北海道教育委員会の「公立高等学校配
置計画案」の概要 
 
 
『大空町税条例』の内容を一部改正 
 
『大空町印鑑登録条例』の内容を一部改正 
 
節電対策事業の取組 
 
 
町有地の売払い 
 
 
消防救急デジタル無線の整備 
 
 
障がい者福祉センターちあふるの利用状況 
 
平成23年度特定健診受診状況(速報値) 
 

　総務文教厚生、産業建設の２常任委員会では、議会閉会中も随時委員会が
所管する項目などの調査を行っており、主な審議項目等をお知らせします。 

常任委員会の活動状況 
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産 業 建 設 常 任 委 員 会 
開催回数 主な審議項目 説　　明　　概　　要　　等 

NPO法人めまんべつ観光協会が行っていた湖畔
園地の管理を町が行うため、条例等を整備 
 
集中的降雨などに対応するため、農業者主体で実
施される暗渠排水整備費用の一部を助成 
 
施設整備概要とスケジュールの報告 
 
JAオホーツクあばしりの東藻琴選果場に網走市
内作付のナガイモなどが集約されるため、シスト
センチュウまん延防止のため、コンテナ洗浄施設
を、道補助金を活用して整備 
 
前回説明内容からの修正点の確認 
 
入園者数　前年度比＋10％の８万80人 
 
イチゴ試験販売実績、イチゴの愛称決定、今後の
計画　など 
 
５月の利用人数　前年比約△50％の911人 
 
 
２件の陳情について内容審査、取扱いを検討 
 
視察行程、視察先等の協議 
 
実施日程、内容等の協議 
 

7/12実施の所管事務調査報告内容の検討 

視察項目等の検討 

『大空町女満別湖畔公園条例』等制定 
 
 
『農業体質強化基盤整備促進事業』の概
要 
 
芝桜公園温浴施設の整備概要 
 
コンテナ洗浄施設の整備 
 
 
 
 
芝桜公園温浴施設の整備概要 
 
芝桜まつりの入込数等の報告 
 
芝桜公園イチゴ栽培ハウスの状況報告 
 
 
朝日ヶ丘公園パークゴルフ場の利用状
況報告 
 
陳情の取扱いの検討 
 
平成24年度行政視察調査内容検討 
 
平成24年度所管事務調査内容検討 
 

所管事務調査報告（案）の検討 

行政視察調査実施内容の検討 

平成24年度 

第５回 

〔H24.7.5開催〕 

（審議項目 ３件） 

平成24年度 

第６回 

〔H24.8.13開催〕 

（審議項目 ６件） 

平成24年度 

第３回 

〔H24.6.7開催〕 

（審議項目 ５件） 

平成24年度 

第４回 

〔H24.6.19開催〕 

（審議項目 ４件） 

平成24年度 
第５回 

〔H24.8.17開催〕 
（審議項目 ２件） 

・Ｈ24.7.26からＨ25.3.31まで、開設時間を
30分繰りあげて午前８時からとする 
・試行段階の利用実態を調査し、本格的拡大を
検討する 
 
４件の陳情について内容審査、取扱いを検討 
 
視察行程、視察先等の協議 
 
実施日程、内容等の協議 
 
予定している工事内容等の説明 
 
既存機器の部品供給がなくなり、故障時の修繕が
できない状況から、関連機器を更新 
 
女満別高校野球部練習用ハウス建設等の用地と
して町有地を貸付 
 
女満別高校野球部練習用ハウス建設の進行状況など 
 
町外在住者で町内の高校に通う生徒の寄宿受入
者に補助金を交付し、受入者確保を図る 
 
年度別などの税滞納状況の報告 
 
津別町、美幌町、大空町の３町合同で滞納者から
差押えた財産の公売を合同で開催 
 
比較基礎数値として把握するため、役場庁舎、東
藻琴総合支所の２カ所の地点で大気中の放射能
数値を測定 
 
7/11実施の所管事務調査報告内容の検討 

児童クラブ開設時間拡大の試行 
 
 
 
 
陳情の取扱いの検討 
 
平成24年度行政視察調査内容検討 
 
平成24年度所管事務調査内容検討 
 
東藻琴中学校大規模改修工事の実施 
 
東藻琴高等学校パーソナルコンピュー
ターを更新 
 
町有地を貸付 
 
 
町有地貸付後の状況報告 
 
「高校生寄宿受入事業」の取組概要 
 
 
町税の滞納状況等の報告 
 
網走郡３町差押財産合同公売会の概要 
 
 
本町の大気中の放射能測定 
 
 
 
所管事務調査報告書（案）の検討 
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議会に設置している総務文教厚生、産業建設両常任委員会が所管する町の事務事業などの中から、委員会内で選
定した項目を調査する「所管事務調査」を実施しました。※主な調査項目をお知らせします。 

調　査　項　目 

調　査　項　目 

残
暑
お
見
舞
い 

残
暑
お
見
舞
い 

申
し
上
げ
ま
す 
申
し
上
げ
ま
す 

女満別幼稚園視察の様子 

所管事務調査を実施 所管事務調査を実施 所管事務調査を実施 

大空町議会ホームページ 大空町議会ホームページ 
●大空町ホームページの中に「議会ホームページ」を開設しています。
議会の動向、議事日程、議決結果や会議録なども随時更新の上掲載
しておりますので、ぜひごらんください。 

●http://www.town.ozora.hokkaido.jp/  からアクセス 

総務文教厚生 
産業建設 両常任委員会 

【総務文教厚生常任委員会（7/11実施）】 

①女満別幼稚園の教育活動の状況（現
地視察） 
 
②網走市との定住自立圏形成協定に関
する公共施設相互利用の促進状況 
 
③地域間交通システムの検証と今後の
対応と見通し 
 
④孤立死対策と「見守りネット事業」
との関係 
 
⑤高齢者就労センターの状況について 

【産業建設常任委員会（7/12実施）】 

①朝日ヶ丘公園パークゴルフ場の管
理運営状況（現地視察） 
 
②女満別湖畔観光案内所の状況（現
地視察） 
 
③女満別湖畔の湿生植物区域木道整
備の状況（現地視察） 
 
④町内の空き家状況（現地視察） 

湖畔木道整備に関する現地確認 
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全道町村議会議員研修会に参加 
　札幌市で７月３日に開催された「全道町村議会議員研修会」に本町議会から10人の議員が 
参加し、研修しました。 

①講師：明治大学政治経済学部教授　牛山　久仁彦　氏 
　演題：『議会改革の展望と課題』 
　　　　⇒ 分権社会での自治体のあり方、地方議会の現状と新たな使命など 
　　　　　 わかりやすくお話しいただきました。 

②講師：作家・外交ジャーナリスト／慶應義塾大学教授 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　手嶋　龍一　氏 
　演題：『「世界の中の日本・アジアの中の日本」 
　　　　　　　　　　　　～日本の外交戦略を探る～』 
　　　　⇒ 経済のグローバル化が進む今日、日本を取り 
　　　　　 巻く状況などをわかりやすくお話しいただき 
　　　　　 ました。 

来町議会 

宮城県富谷町議会（会派） 

島根県出雲市議会（会派） 

視察項目 

①各自治会活動への支援交付金について 
②「メルヘン観光交流センター、メルヘン 
　の丘めまんべつ」の地場産品販売促進に 
　ついて 

①女満別空港周辺対策協議会について 

議会活動掲示板 

残
暑
お
見
舞
い 

残
暑
お
見
舞
い 

残
暑
お
見
舞
い 

申
し
上
げ
ま
す 

申
し
上
げ
ま
す 

申
し
上
げ
ま
す 

所管事務調査を実施 所管事務調査を実施 

【深川市行政視察訪問（7/4）】 
　全道町村議会議員研修会の帰路、10人の議員で深
川市を訪問し、深川市農業委員会が取り組む離農跡地
の廃屋対策の内容を研修しました。 
※事業概要～離農跡地を周辺の農地と一体化させて造
成することで作業効率のよい農地を確保し、優良農
地としてよみがえらせる事業 

【行政視察来町応対（7/6）】 
　本町の取組などを視察するため、宮城県富谷町議会会派の皆さん、
島根県出雲市議会会派の皆さんが来町されました。当日は町の担当
者に説明のため同席を依頼し、対応いただきました。 
　議会を代表して議長、副議長が対応し、相互の意見交換なども行
われました。 

　
晩
夏
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
拝

察
い
た
し
ま
す
。 

　
東
北
地
方
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
も
う

間
も
な
く
１
年
半
の
歳
月
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。 

　
地
震
に
よ
る
津
波
の
影
響
で
発
生

し
た
東
京
電
力
福
島
原
発
の
事
故
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
叫
ば
れ
て
い
た
原

発
の
安
全
神
話
は
覆
さ
れ
ま
し
た
。

原
発
停
止
な
ど
か
ら
電
力
不
足
に
備

え
た
節
電
の
取
組
が
求
め
ら
れ
、
場

合
に
よ
っ
て
は
計
画
停
電
が
行
わ
れ

る
と
い
う
現
状
に
あ
り
ま
す
。
従
来

当
た
り
前
だ
っ
た
生
活
の
仕
方
を
見

直
す
契
機
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
本
年
６
月
、
議
会
運
営
の
基
本
事

項
な
ど
を
定
め
た
議
会
基
本
条
例
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
皆
様
に
わ

か
り
や
す
い
議
会
運
営
を
行
い
、
皆

様
と
と
も
に
歩
む
議
会
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

　
町
民
皆
様
の
信
託
を
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
を
議
員
一
人
一
人
が
認
識

し
、
大
空
町
発
展
の
た
め
に
今
後
も

よ
り
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 大

空
町
議
会
議
長 

後
藤
幸
太
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意 見 書 

　平成24年２月29日に発行した本町議会だより23号が、
北海道町村議会議長会主催の「第32回町村議会広報コンク
ール」で「入選」を果たしました！ 

議会広報コンクールで「入選」を果たしました!議会広報コンクールで「入選」を果たしました!

意見書を提出しました。 ※要望した主な内容をお知らせします。 

　森林・林業の再生、東日本大震災被災地の復興
に必要な木材の安定供給に向けた取組が重要であ
ることから、次のことを要望しました。 

１　間伐や植林などの造林補助事業に対する都道府県
や市町村の負担を軽減するための地方債（＝借入金）
の特例措置の継続 
２　地球温暖化対策のための税の使途に森林吸収源対
策を追加するといった安定的な税・財源の確保 
３　安定的な林業経営の確立に向けた人材の育成確保
対策の強化、森林施業の機械化推進など効率的施業
の推進と助成の拡充 
４　環境貢献に着目した建築物などへの国産材利用の
推進、木造公共施設等の整備への助成の拡充と木質
バイオマスなど再生可能エネルギーの利用促進 
 

５　地域の安全・安心の確保に向けた治山対策の推進
と津波対策等も踏まえた海岸防災林の整備促進 
６　森林の損害を補償する保険制度の確立 
７　森林・林業再生に向けた貢献及び現場管理の実情
を踏まえた安定的な管理運営体制の確立 

⑤森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に 
　関する要望意見書 

第32回優良議会広報表彰結果 

●特選（最優秀賞） 

　　　　空知管内　沼田町議会 

●入選（優秀賞） 

　オホーツク管内　大空町議会 

　　　　渡島管内　福島町議会 

　　　　上川管内　和寒町議会 

皆様により親しまれる議会だよりに 
していけるよう、今後も一層努力いた 
します。 

議会広報編集特別委員会 

委員長 松田 信行 
委員 齋藤 宏司 

副委員長 中堀 君子 
委員 品田 好博 
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要 望 

議会広報コンクールで「入選」を果たしました!

平成２４年６月２０日の議会で議決し、次のとおり国などへ　

　住む地域に関係なく、子供たちに行き届いた教育を保障するため、次のことを要望しました。 

１　義務教育費国庫負担制度の堅持と国の負担率を２
分の１への復元 
２　文部科学省「新・教職員定数改善計画」の確実な
実施、「30人以下学級」の早期実現、教職員定数改
善の早期実現 

３　子供たちや学校、地域の特性にあった教育環境の
整備と充実した教育活動の推進 
４　国による教育予算の十分な確保 

①義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元、「30人以下学級」の実現を目指す教職員定数 
　改善、就学保障充実など2013年度国家予算編成における教育予算確保・拡充に向けた要望意見書 

「けいれん性発声障害」の一般認知度が低いことや適正な診断、治療ができる医療機関が少なく治療法
も限られている上、治療費などが多額にのぼることから、次のことを要望しました。 

１　ＳＤの実態調査の実施、患者・家族に対する相談
及び支援体制と医療機関や学校関係者に対する病気
の周知体制の確立 
 

２　ＳＤの治療に用いる「ボツリヌムトキシン注射」
の早期保険適用化 
３　医師派遣など、遠隔地でも治療が受けられる環境
整備 

②けいれん性発声障害（ＳＤ）の研究・治療等の推進を求める要望意見書 

　子育て、医療、介護を初めとした多くのサービスを提供する地方自治体の役割は社会保障制度上重要
であり、安心できる制度確立には安定した財源の確保が必要であることから、次のことを要望しました。 

１　国の責任による被災自治体への復興費確保と自治
体財政が悪化しないような施策の展開 
２　少子・高齢化に対応した予算の充実、農林水産業
の再興、環境対策など、今後増大する財政需要を的

確に取り入れた平成25年度地方財政計画の策定 
３　地方財源の充実・強化を図るための抜本的対策の
展開 

③地方財政の充実・強化を求める要望意見書 

　北海道は非正規労働者比率が４割と高く、低賃金・最低賃金の賃金体系が多い地域であることから、
地域経済の活性化、所得税収確保、社会保障制度の維持・充実に向けて、次のことを要望しました。 

１　働く人たちが経済的に自立できるような水準に北海道最低賃金を改定すること 

④北海道地域最低賃金の大幅な改善を求める要望意見書 

８
月
に
入
り
、
天
候
不
順
で
麦
の
収
穫
作
業
や

体
調
管
理
に
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。盛

大
に
開
催
さ
れ
て
き
た
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
閉
幕
し
ま
し
た
。
多
く
の
日
本
選
手
が
活

躍
す
る
中
で
、
そ
の
「
チ
ー
ム
力
」
が
称
賛
さ
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
時
差
の
関
係
上
、
テ
レ
ビ

中
継
の
時
間
帯
は
夜
中
が
多
く
、
寝
不
足
気
味
だ

っ
た
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
こ
の
た
び
「
大
空
町
議
会
だ
よ
り
」
が

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
「
議
会
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
」
で
「
入
選
」
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
と
し
て
も
、

今
回
の
受
賞
を
励
み
と
し
て
「
だ
れ
に
・
何
を
・

ど
う
伝
え
る
」
を
基
本
に
、
議
会
だ
よ
り
の
中
に

も
町
民
の
声
を
取
り
入
れ
、
議
会
に
反
映
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、

「
町
民
に
わ
か
り
や
す
い
議
会
運
営
」
の
一
役
を

担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
松
　
田
　
信
　
行
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９月19日（水）から ９月19日（水）から ９月19日（水）から 

◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・12月）に開か
れます。また、臨時町議会は、必要に応じて随時開かれ
ますので、皆様もお気軽に傍聴においでください。 
◆詳しくは、議会事務局へお問合せください。 

議 会 日 誌  平成24年６月１日～８月29日 
 ６月 １ 日 〔議長〕オホーツク圏活性化期成会定期総

会（網走市） 
  ２ 日 女満別小学校・東藻琴小学校運動会 
    〔議長〕オホーツク圏活性化期成会自由民

主党衆議院議員への要望活動（北見市） 
  ３ 日 〔議長〕自由民主党北海道12区政経セミナ

ー（北見市） 
  ４日～５日  〔議長〕北海道町村議会議長会定期

総会及び議長・事務局長研修会（札幌市） 
  ６ 日 〔議長・副議長〕第33回札幌地区女満別会

（札幌市） 
  ７ 日  第３回総務文教厚生常任委員会 
    第３回産業建設常任委員会 
    第３回議員協議会 
  ９日 豊住合同大運動会 
  10日  平成24年度大空消防署女満別消防団消防

演習 
    阿寒国立公園「藻琴山」夏山開き並びに登

山者安全祈願祭 
  13 日 第３回議会運営委員会 
  17 日 東藻琴幼稚園運動会 
  19 日～20日  平成24年第２回定例会 
  19日 第４回総務文教厚生常任委員会 
    第４回産業建設常任委員会 
    第４回議員協議会 
  20日 第４回議会広報編集特別委員会 
  23日 女満別幼稚園運動会 
    大空町女満別総合家畜品評会 
  24日 平成24年度北海道消防協会オホーツク地

方支部網走分会消防団連合演習 
  27日 〔議長〕第33回ノンキーランドふるさとま

つり実行委員会 
  28日 〔議長〕オホーツク圏活性化期成会建設経

済専門委員会（網走市） 
 ７月 ２日～３日  〔議長〕ＨＡＣ女満別―丘珠線休止

に係る要望活動（札幌市） 
  ３日～４日  平成24年度北海道町村議会議員研

修会（札幌市） 
  ５ 日 第40回交通安全大会・第62回社会を明るく

する運動大会 
    第５回総務文教厚生常任委員会 
  ６ 日 宮城県富谷町議会会派政務調査来町 
    島根県出雲市議会会派行政視察来町 
  ７日 大空町東藻琴地区殉公者慰霊祭 
    第４回議会運営委員会 

  11日 総務文教厚生常任委員会所管事務調査 
  12日 産業建設常任委員会所管事務調査 
　    第５回議会運営委員会 
  18日 平成24年第３回臨時会（東藻琴総合支所大

会議室） 
    第５回議員協議会 
  19 日 〔事務局長〕北網ブロック町議会事務局長会

議（置戸町） 
  23 日～25日  〔議長〕オホーツク圏活性化期成会夏

季要望（札幌市・東京都） 
  24 日～26日  総務文教厚生常任委員会道内行政視

察調査（幌加内町・小平町・長沼町・鷹栖町） 
  28日 〔議長〕松木けんこう衆議院議員地域政策懇

談会 
  29 日 〔議長〕民主党平成24年度地域政策懇談会

（北見市） 
８ 月 ３ 日 〔議長〕ふれ愛スタディin大空町団員歓迎セ

レモニー 
  ４日～５日  第40回めまんべつ観光夏まつり 
  ８ 日 第５回議会広報編集特別委員会 
  13日 第６回総務文教厚生常任委員会 
  15 日 大空町女満別地区戦没者追悼平和祈念祭 
    バスケットボール合宿歓迎レセプション 
  17日 第５回産業建設常任委員会 
    第６回議会広報編集特別委員会 
  20日 第７回議会広報編集特別委員会 
  22日～24日  議会広報編集特別委員会先進事例調

査（沼田町、札幌市、鹿追町） 
  26日 ノンキーランドふるさとまつり 
  29日 第７回総務文教厚生常任委員会 

議会の傍聴はお気軽に!議会の傍聴はお気軽に!議会の傍聴はお気軽に!

開かれる予定です。 

９月定例会は、 

お
お
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か
い 

大
空
町
議
会
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